

























































































































































体は世界と共同体との境界線上に位置どる 。こうした を通じて、法会は の内外に世界 の対話、世界への働きかけを促す言説＝実践の場となるのだろう。
　本書に与えられる示唆は数え上げればきりがない。それはほと





























ついても述べるところ厚く、通説とは少し異なった阿仏尼の姿を描き出そうとしている。家の女性、女房 矜持を つ 一人屹立した個人とし 阿仏尼とでもい べきものだろうか。諸資料を広く渉猟し 図版も充実している。もちろん波瀾万丈の人生を歩んだ人 から伝記としても抜群に面白い。恋愛の贈答、子女子息への思いやり







儒学者である湯浅常山が著した『常山紀談』を、岩波文庫本に依って読者に分かりやすいかたちで現代語訳したものである。全部で一六四話にわたる戦国時代の武将たちの逸話を集めており、豊富な話題が語られている。各話の冒頭 は内容の要約が挙げられ、版本や訳者の注のほか、異説や補説も載せられている。本文は全体として簡潔な記事が多く、一つ一つ 話が短いめ、気軽に読むことが きる。戦国時代にあまり関心のない人でも知っているような有名な武将から、そ ほど広く知られていないような武将まで、 彩な が並び説話的な面白さも感じられる作品と言える。本書の巻末には、主要事件・合戦略年表と主要人物索引も付せられており 至便である。歴史や文学に親しむだけでなく、更に学ぶきっかけとも り得るハンディな一冊である。（二〇一〇年二月 　勉誠出版 　四六判 　二五五頁 　税込一八九〇円）
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